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１．１．１．１．緒言緒言緒言緒言    

 整備新幹線の鋼橋における防食法は，ミニマムメンテナンス

が基本である．このため，ライフサイクルコストを考慮し，防

食対策として JIS 耐候性鋼(JIS G3114)の使用を基本とし，飛来

塩分量が多い地域では，ニッケル系高耐候性鋼を使用している

1)

．東北新幹線新敷架道橋は，太平洋からの離岸距離が約 8km

に位置するが，凍結防止剤を散布する国道 45 号線をまたぐ橋で

あり，橋桁への巻上げによる塩分影響が懸念される．そこで本

橋では，JIS 耐候性鋼より耐塩性の高い 1.5Ni-0.3Mo 鋼を適用

した．しかしながら，実橋における道路からの塩分の巻上げに

よる橋梁への腐食影響は明確になっていない．そこで，架設後，

経過観察，曝露試験を行い，架道橋に及ぼす凍結防止剤巻上げ

の影響を調査した． 

２．２．２．２．調査方法調査方法調査方法調査方法    

 調査は，飛来塩分量測定，ワッペン曝露試験を実施

した．設置位置を図 2 に示す．ワッペン試験は凍結防

止剤の影響度の高いと考えられる車道際の歩道上，な

らびに比較部位として両桁端部の計 3 箇所のウェブ

面で 2 年間実施した．設置高さは路面から約 5500mm

である．飛来塩分量は両桁端部で JISZ2382 のガーゼ

法に従って初期の 1年間測定した． 

３．３．３．３．環境調査結果環境調査結果環境調査結果環境調査結果    

 橋梁上で凍結防止剤を散布した自橋の桁への腐食

影響を調査した結果

によると，散布量が

1kg/m

2

以上では，JIS

耐候性鋼（JISG3114 

SMA）への影響が大き

くなることが述べら

れている

2)3）

．本橋梁

下の国道における凍

結防止剤散布量は，

上述の値より小さい    
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図 1 東北新幹線新敷架道橋の位置 
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図 2 調査位置 
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図 3 試験状況（左：ワッペン試験，桁端部 A，右：飛来塩分量測定，桁端部 B） 
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ことを確認している． 

 飛来塩分量の観測は，平成 19 年 12 月より 1

年間実施した．各月の値を図 4 に示す．桁端部

A では年平均飛来塩分量が 0.17mdd であり，冬

季に塩分が増大していることがわかる．一方，

車道際の桁端部 B では年平均飛来塩分量が

0.15mdd であり，冬季の増大は観測されなかっ

た．この飛来塩分量は離岸距離 2km で 0.05mdd

程度以下と考えられている太平洋岸としては大

きい値であり，凍結防止剤の影響が表れている

ことが想定される．ただし，1.5Ni-0.3Mo 鋼は

おおむね適用できる範囲であると考えられる

4）

． 

４．４．４．４．ワッペン曝露試験結果ワッペン曝露試験結果ワッペン曝露試験結果ワッペン曝露試験結果    

 ワッペン曝露試験の腐食量測定結果を図 5 に

示す．3箇所の位置を比べると桁端部 A は他の 2

箇所に比較して若干高く推移しているものの，

初年度の腐食量は，10～13μm であり，JSSC に

よる腐食量の目安

5）

である 30μm/年より十分小

さな値である．また，2 年目においても腐食量

が増大する傾向は認められていない． 

５．５．５．５．結言結言結言結言    

 橋梁下で凍結防止剤を散布する環境で塩分の

巻上げによる鋼桁への腐食影響を東北新幹線新

敷架道橋にて調査した．飛来塩分量は，凍結防

止剤の影響を受けていると考えられるが，散布

量が1kg/m

2

の以下では，腐食への影響は小さい．

なお，本環境では，橋梁模擬構造体を設置し，

設置開始から 20 年間，調査を継続する計画であ

る． 
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図 5 ワッペン試験片の腐食量測定結果 
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図 4 飛来塩分量の各月の変化（2007年 12月 26日～2008 年

12月 25日） 
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